
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 発行：（一財）関東大学サッカー連盟 協力：加茂 郁美・関東大学サッカーサポーターズクラブ 

4 月 4 日、味の素フィールド西が丘にて幕を開けた JR 東日本カップ

2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦。 

開幕戦を飾ったのは明大 vs 順大。新監督を迎えた順大が、エース長

谷川（4 年）の得点で先制するも、昨季優勝争いをしていた両大学で、激

しい攻防戦が繰り広げられる。明大エース和泉（4 年）が逆転弾を決め、

明大が勝ち点 3を得た。もう 1試合は昨年度リーグ戦王者の専大 vsカッ

プ戦 2 冠の流経大の王者対決。50 周年と節目を迎える流経大が先制に

成功する。シュート数では流経大が大幅に上回るが、後半に入り 5 連覇

を目指す専大が追い付き試合は終了。勝ち点 1 を分け合った。 

続く 5 日の慶大 vs 法大は、慶大 GK 宮原（4 年）が好セーブを連発。

法大は前線を変えて慶大ゴールに向かうも、連携を見せた慶大が 3得点

を挙げ快勝した。 

中大 vs 神大の試合では神大が先制するも、10

人となった中大が意地の 1 点を決め、引き分けに

持ち込むんだ。今季 1部リーグに上がった法大・神

大は、開幕白星を挙げることはできなかった。駒沢

陸上で行われた試合は、駒大・早大が勝利し好ス

タートをきった。 

 今節から連戦となるリーグ戦。選手たちの熱い戦

いに期待。 

ＪＲ東日本カップ 2015 第 89 回 関東大学サッカーリーグ戦  

VOL.23-NO.02 Division 1 

王者対決はドロー、慶大３発快勝！！ 
 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 1部星取表 
［１部第 1節終了時］ 

 

OFFICIAL MATCHDAY PROGRAM 

アシストランキング 

１位:平野 篤志（駒大）2 アシスト 

以下、2位: 1 アシスト10名 

得点ランキング 
 

１位:山本 哲平（慶大）2点 

  以下、2位:1得点 14名 



4月11日（土）

13:50

保土ヶ谷

4月11日（土）

11:30

多摩陸

4月11日（土）

13:50

多摩陸

出場停止：なし
昨年度の対戦:早大０－０桐蔭大／早大３－１桐蔭大

　毎年、安定した戦いを見せるものの、優勝には手が届
かなかった早大。初戦となった国士大戦の前半は不安定
な戦いだったが、後半34分に宮本拓弥（4年）のゴールで
先制点を奪うと、そのまま勝利を収めた。シュート数で
は相手を圧倒していただけに、欲をいえば、もっと点差
を広げたいところであるし、決定機を含め、課題を残し
た部分もあったが、まずは合格点の出来だ。
　黒星スタートとなった桐蔭大。前半のアディショナル
タイムにFKから失点と、時間帯が悪かった。さらに、後
半8分にも失点を重ね、2点のリードを奪われた。後半の
アディショナルタイムに1点を返したことは今後につなが
るが、相手の3倍以上のシュートを放ちながらこの1点の
みに終わったことは、今後に向けての課題だろう。

国士舘大学 VS 流通経済大学
　早大に0-1の完封負けを喫した国士大。90分間戦って、
シュート1本と点差以上に完敗だった。とはいえ、守備陣
が奮闘し、失点を1に抑えたのは今後につながるはず。
しっかりとした守備をベースに、そこから早い攻撃を仕
掛け、シュートまで持ち込みたいところだ。
　優勝候補筆頭の流経大は前節、5連覇を目指す専大との
対戦。結果は1-1の引き分けで、前半に先制点を奪いなが
ら、後半に追いつかれた悔しい試合展開だった。しか
し、相手のシュート数こそ多かったが、そこはディフェ
ンス陣がしっかりとコントロール、危ない場面はそれほ
ど作らせず、逆に決定機も作ったが、そこで決めきるこ
とができなかった。今後、相手がしっかりと守ってきた
ときに、どうゲームを組み立てていくかがポイントだ。

早稲田大学 VS 桐蔭横浜大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：国士大２－１流経大／国士大４－４流経
大

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

専修大学 VS 神奈川大学
　5連覇を目指してスタートした専大だが、初戦の流経大
戦は1-1の引き分け。前半25分に先制点を奪われながら、
後半18分にCKからゴールを決めて同点に追いついた。後
半、圧倒的に攻め込んだが得点はこの1点だけ。ある意
味、流経大の術中にはまってしまったともいえるうえ
に、GK福島春樹（4年）の決定機阻止に助けられた部分も
あり不安定な要素は多い。
　対する神大は今シーズン、2部から1部に昇格したチー
ムで、中大相手に1-1のドロースタートとなった。神大は
前半、試合を優位に進め、25分に先制点を奪った。さら
に後半7分に相手選手が退場となり、数的優位に立った
が、ここからの戦い方が問題。一人少ない相手に後半11
分、セットプレーから失点を喫してしまい、その後、押
される展開となってしまったのは修正したい。

岡亘哉（専大・FW・３年） 
 去年はBチームにいたので、トップチー

ムでの初めての試合だった。少し緊張し

ていたが、走ることを意識した。勝ち点3

を取っていかないといけないので、勝ち

点1には満足していない。これから長く続

いていく関東リーグなので、毎試合出ら

れるように途中からでもしっかり点が取

れるようにしていきたい。 

西田子龍（神大・FW・４年） 
 後半、相手に退場者がでたので、正直

勝ちきりたい試合だったが、引き分けに

終わってしまった。しかし、勝ち点１が

取れたことはプラスだと思う。次は専大

で4連覇しているチームだが、チャレン

ジャーという気持ちで、自分たちのサッ

カーが出来ればいい試合が出来ると思う。 

中村俊貴（国士大・DF・４年） 
 最後一本、まさかのところでシュート

を打たれ、失点。そこが自分たちの甘さ

だった。今回のような拮抗した試合の中

でも最後まで集中して、チャンスを決め

られるチームになっていきたい。運動量

が落ちていたのが目立っていたのでそこ

を改善して、国士舘らしいハードワーク

でいけば勝利に繋がると思う。 

森永卓（流経大・MF・２年） 
 内容的には負けてもおかしくなかった。

結果は1-1だったので、それは良い方向に

捉えたい。練習からシュートを打った人

のこぼれ球を狙っている。今回はちょう

どボールが自分のところに来て触れたの

でゴールに繋がった。国士大戦では、勝

ち点3を取れるように頑張りたい。 

宮本拓弥（早大・FW・４年） 
 開幕戦で勝ててよかった。思い切り振り

きったのがゴールにつながった。今日の

ゴールはこれからの糧になった。関東リー

グ優勝を目指して勝ち点3を取っていく中

で、自分もゴールでまたチームに貢献して

いきたい。 

金子雄祐（桐蔭大・MF・４年） 

 一番警戒しなければいけないセットプ

レーやサイドからの攻撃を防ぎきれなかっ

たこと、自分たちの攻撃をしながらも決定

力に欠けたことが敗因に繋がったと思う。

今までやってきたことを信じて、また自分

たちの桐蔭サッカーをして、早大という強

い相手に勝っていきたい。 



4月11日（土）

11:30

駒沢陸上

4月11日（土）

13:50

駒沢陸上

4月12日（日）

13:50

ゼットエー

出場停止：なし
昨年度の対戦：順大２－１中大／順大４－０中大

順天堂大学 VS 中央大学

慶應義塾大学 VS 駒澤大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：慶大２－０駒大／慶大１－２駒大

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

明治大学 VS 法政大学

　最高のスタートを切ったのが慶大。1部昇格組の法大と
の対戦は、前半17分に先制点を奪うと、37分にはCKから2
点目をゲット。さらに、後半12分に3点目を奪って試合を
決めた。後半はやや相手に攻め込まれる展開も見られた
が、そこで崩れることなく、無失点に抑え、3-0で完封勝
利を飾った。ただ、今節はパワーのある駒大が相手だけ
に、しっかりと抑えこめるかどうか、真価が問われる試
合となりそうだ。
　桐蔭大との開幕戦を2-1と白星スタートを飾った駒大。
しかし、試合内容はというと、相手のシュート15本に対
して、駒大は4本と決して良いとはいえなかった。ただ、
それでも勝つ粘り強さを持っているのが今年の駒大。こ
ういった辛抱が必要な試合をいかに勝利に結びつけてい
くか。

昨年は、最後まで優勝争いに絡み、3位という好成績を残
した順大。堀池巧新監督の下、優勝を目指して今リーグ
に臨んでいるが、同じく優勝候補の明大との前節は二
度、リードを奪いながら、最後に失速し、逆転負けを喫
した。守備での安定感を欠いたといえる。攻撃陣には個
性あふれる選手がそろっているだけに、いかに守備を安
定させることができるかが、今後のポイントになるだろ
う。
　中大の開幕戦は神大に1-1のドロー。前半25分に先制点
を奪われただけに、後半、追いつけたのは大きかった
が、開幕戦ということもあり、やはり勝ち切りたかっ
た。手塚聡新監督の下、チームとしてのまとまりは非常
にいいので、今後の成長も期待される。守備はまずまず
だったといったところであるが、あとはどうゴールを奪
いにいくかがポイントだ。

　順大との開幕戦は3-2と勝利を収めた明大。二度のリー
ドを奪われながら、二度とも追いつき、さらには逆転す
る粘りは今年の明大の強さを印象づけた。立ち上がりは
相手にペースを握られたものの、そこからしっかりと修
正を図り、ゲーム全体を支配したことが逆転につながっ
た。実に、優勝候補らしい戦いを示した。ただ、2失点の
部分は修正点だといえる。
　昨シーズン、2部で優勝を果たし、1部復帰を果たした
法大。昨年の総理大臣杯での戦いを見れば、1部でも十分
に通用するかに思われたが、初戦の慶大戦は0-3の完敗を
喫してしまった。それでも、内容を見れば、シュート数
はわずか2本の差だっただけに、ほんの少しのところが結
果を大きく分けてしまったといえる。それだけに、修正
は十分に可能だ。

山本哲平（慶大・FW・３年） 
 開幕戦は重要だとみんなで話していた

ので、チーム全員で一丸になって勝てた

のが良かったと思う。昨季の後期リーグ

の駒大戦で負けているので、リベンジで

きるように頑張りたい。 

平野篤志（駒大・MF・４年） 
 チームとしてはまだまだの部分もあるが、

粘ることができたと思う。点が入らなくて

も最後まで粘れたのは、今までの練習があ

るから。内容というよりも勝つために全力

でプレーしたので、結果として勝ててよ

かった。これからもチームを信じて、やる

べきことをやれば上に行けると思う。 

木戸皓貴（明大・FW・２年） 
 1-2で負けていたので、流れを変えよう

と思っていた。得点という形で貢献でき

たので良かった。あのゴールは練習して

いて、いい形で差波選手が蹴ってくれた

ので決めるだけだった。今日で終わりで

はないし、連勝してこそ明大は勢いが出

ると思う。満足せずにやっていきたい。 

永戸勝也（法大・DF・３年） 
 1部リーグの雰囲気に呑まれてしまった。

自分のミスから失点して負けてしまったの

で、申し訳ない気持ちでいっぱい。切り替

えるしかないので、連敗しないように頑張

りたい。 

原田鉄平(順大・DF・２年) 
 先制した後同点に追いつかれ、そのあと

勝ち越したが、立て続けに2点取られて、

逆転負けしてしまいとても悔しい。初戦黒

星で終わってしまったので、勝って軌道に

乗りたい。ここから右肩上がりで良くなっ

ていければいいと思う。 

矢島輝一（中大・FW・２年） 
 新監督ということもあって緊張気味だっ

たり、一人退場してしまったり、厳しい試

合だった。何とか1点取って引き分けに持

ち込めたのは良かった。順大には、新里選

手や米田選手など同じ学年の選手が活躍し

ているので、そのようなチームに負けない

ように頑張りたい。 



 
大会公式プログラム 
本リーグ戦の大会公式プログラムをゲート
にて 1000 円(KUSS 会員 800 円)で販売して
おります！ 
☆24大学の登録メンバーのプロフィール 
☆福島春樹×湯澤聖人スペシャル対談 
（専大・来季浦和レッズ内定） （流経大・来季柏レイソル内定） 

☆24大学サッカー部自慢 

スペシャル企画満載です！ 

大学サッカー観戦の 
マストアイテム❤ 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

観にきてね 


